
「宇宙から国境線は見えなかった」

スペースシャトルに乗って1992年と2000年の二度にわたり宇宙飛行に参加した宇宙飛行士

毛利衛さんの言葉です。今、日本は平和ですが、世界を見渡すと、国や民族の間で戦争や紛

争が起きていたり、緊張が続いている地域があります。でも、宇宙から地球を眺めると、地

球は国境のない一つの共同体である。心に残る深い言葉です。

「現在たまたま日本に『間借り』しているだけの宇宙人」

元国連職員の萩原孝一さんは、自分自身をこのように紹介するそうです。なぜかというと、

人類にとって多様性は大切、国があってもかまわない。しかし、地球に住む78億人を超える

人類が、どこの国の所属かで争い、それぞれの所属を主張し合う限り、本当の意味での地球

の平和はやってこないからということだそうです。どんなに「自分は〇〇人」と言い張って

も、結局はみんな「宇宙人」。必要なのは、「宇宙目線」の発想であるということです。

「世界の反対側にいる他人も愛しましょう。なぜなら、彼らもあなたと同じだから。夢があ

って、希望があって、不安を抱いている。世界は一つで、私たちは皆隣人なのです」

「ザ・ヴォイス」と呼ばれた20世紀を代表するアメリカの歌手のフランク・シナトラは雑

誌のインタビューでこう述べています。

みなさんも知っているとおり、現在、ウクライ

ナとロシアの間で大変なことが起こっています。

一刻も早い平和的な解決を願うと同時に、平和、

人権、生命などのさまざまな視点から、他人事で

済ますことなく世の中の出来事に積極的に目を向

けることが大切だと思います。
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（校長室だより）

河津桜は早咲きの桜で、1955年に静岡県河津町で発見されました。

例年は２月初旬～３月初旬が開花時期だそうです。箕島中学校のグラ

ウンドにも河津桜があります（10年ほど前に地域の方からいただいた

ものです）。昨日見るとたくさんのつぼみの中

で、咲き始めているものがありました。花の色

はピンクが強く、とてもきれいです。写真から

グラウンドのどこにあるのかは分かりますね。

休み時間などに見てみましょう。春の訪れを感

じることができます。


